
すべての従業員・契約社員・取引先社員へ
どこからでも安全なアクセスを業務初日から実現

2. 攻撃対象領域の最小化とガバナンスの強化

1. リアルタイムな保護と可視性の向上

3. 統合による運用効率化とコンプライアンスの簡素化

• サービスアカウントやAIエージェントを含む非人間アイデンティティを保護し、アクセス制御を強化
• 高リスクアカウントの特定、未使用アカウントの自動停止、MFA/パスワードローテーション強制を自動化し、攻撃対象領域を最小化
• ゼロトラスト原則に基づき、厳格なアクセス制御とコンプライアンス遵守を支援

• 認証プロセスの全段階でアイデンティティを保護し、攻撃対象領域を削減
• ログイン前、中、後のセキュリティを強化し、リアルタイムな脅威検知と可視性を提供
• セキュアなオンボーディングやフィッシング耐性のある認証を実現

• 既存のセキュリティ投資との包括的な統合を可能にし、運用効率化とコスト削減を実現
• M&A時のセキュリティリスクを低減し、買収後のユーザーオンボーディングを迅速かつ安全に実行
• 信頼性の高いIdentity Security Fabric として、99.99%の稼働時間と月間数十億回以上の認証を処理

従業員 特権ユーザー 契約社員 パートナー 顧客 AI エージェント NHI
非人間アイデンティティ

オンプレ環境IaaS

インフラ

オンプレアプリクラウドアプリ

アプリケーション

プライベートパブリック

APIs

ガバナンス ポスチャ管理 特権管理 アクセス管理 脅威保護

IDaaS/IAMによる
アイデンティティ管理が
ビジネスを加速
クラウドの採用は加速し続け、ゼロトラスト
セキュリティの実装が急務となっています
DXの成功にむけセキュリティと利便性の
両立をアイデンティティ管理で実現しましょう
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ユーザー同期
ディレクトリ
管理

ユーザー
プロファイル

認証
ポリシー

ログ
レポート

グループ

アプリカタログ
(Okta Integration 
 Network)

特権管理

可視化

監査
ID棚卸し
アクセス申請

シングルサインオン
多要素認証
パスワードレス認証 オンプレミス

Web業務システム

アプリケーション

サーバー
Windows, Linux

プロビジョニング
アカウント
グループ
ロール
権限

セキュアアクセス
特権アカウントの保護
セッション録画

セキュリティ製品との連携

ID源泉
ディレクトリや
人事システム

ユーザー

EMM/MDM
EDR
SIEM
CASB/SWGなど
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導入イメージ

Oktaが提供する主な機能

お客様導入事例はこちら

okta.com/ja-jp/customers


